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資料紹介 : 沖縄 ・ 阿波根昌鴻と 一燈園との関わり- 「一燈園香倉院資料」 からみる関係の形成期一 

岡本 直美

1 . は じめに

「戦後69年」、 沖縄の 「本土復帰」 から42年経っ た現在も、 辺野古のボーリ

ング調査をは じめ、 沖縄の基地と共にある生活は安倍政権の 「積極的平和」 政

策下で継続 してい る。 1956年、 沖縄全住民をまき こ んだ 「島 ぐ るみ闘争」 ' と

呼ばれる軍用地問題に対す る抗議運動が展開されるが、 その出発点のひ とつに
い え じ ま

沖縄県伊江島の土地闘争がある。 1953年、 伊江島は米軍よ り土地接収を通告さ

れた。 さ ら に、 「銃剣と ブル ドーザー」 と い う言葉に表現されるよ う に、 1955 
年伊江島は米軍の完全武装兵によ り 強制接収され、 その土地の住民はテ ン ト幕

あ は ごん し よ う こ う

舎に収容 された。 こ こ には じま る土地闘争の中心的人物の一人が、 阿波根昌鴻

(1901-2002) で ある。 伊江島の闘争方法は 「無抵抗の抵抗」 と い う非暴力主

義 2 と表現され、 阿波根は 「伊江島のガ ン シー」 3 や 「平和運動の父」 4 と も称

さ れ る。

伊江島の闘争方法は、 直接的には米軍の土地接収に対する抵抗の過程で形成

された もので あり 、 また、 阿波根の独力で実践された ものではない。 しか しな

がら、 土地闘争の文脈において阿波根が自身におけ る戦前の経験を想起 し、 当

時の状況と 照合 しながら その経験を認識と して獲得 してい く 点に注目す るこ と

は、 阿波根の反戦 ・ 平和に対す る態度が基地問題のみに集約 される ものではな

い こ と を示 してい る。 阿波根を通 して日常生活の平和実践を考察す るこ とは、

現在の沖縄が位置する状況をそこ に住む人々の生活から考察す るこ と につなが

るだ ろ う。 それは土地闘争とい う 、 生活補償をめぐ る折衝が絶えず展開す る磁

1 この闘争に関 しては例えば、 鳥山淳 『沖縄 / 基地社会の起源と相克 1945-1956』 勁草書房、

2013年、 森宣雄 ・ 鳥山淳 『「島 ぐるみ闘争」 はど う 準備 されたか』 不二出版、 2013年 を参照。 

2 阿波根昌鴻 『米軍と農民 沖縄県伊江島 』 (岩波書店、 1973年、 以下阿波根 a) 、 佐々木辰

夫 『阿波根昌鴻 その闘い と 思想』 (スペース伽耶、 2003年) 参照。 また、 伊江島の非暴力主

義につい ては、 石原昌家 ・ 新垣尚子 「戦後沖縄の平和運動にみる非暴力主義一1950年代の

『土地闘争』 を中心に 」 参照。

3 例えば 『湧』 (11月号、 1992年、 巻頭言) にこの言葉は出て く るが、 ガ ン シーと の相違点 を

具体的に論 じた研究は確認で き ない。 佐々木は阿波根がガン シーと違っ て当初から 「非暴力」

を意識 していたわけではない こ と を踏まえて、 少 し言及 してい る。 佐々木、 前掲書、 132-134
頁。

4 高岩仁 「沖縄 『平和運動の父』 阿波根昌鴻 さ んに学ぶ」 (『季刊軍縮地球市民』 2 号、 2005
年 9 月) 参照。 
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場を意識 しつつ も時代的 ・ 地理的空間の問題に限定されない視点になる と筆者

は考える。

平和運動継続のためには生活の安定も必要である と主張 した阿波根は、 生協

運動や福祉活動にも尽力 し、 そこ に西田天香の創設 した一燈園の精神がひとつ

の要素と して包含される。 戦後の土地闘争時代に阿波根ら伊江島住民は 「人材

育成有志会」 を結成するが (1960年代) 、 そこ では 「学習会」 を開く と同時に、

東京 「中央労働学院」 (10ヵ月 ・ 夜間) と 「一燈園」 ( 1 週間) に、 青年たち を

派遣 した。 阿波根によ る と、 こ の青年た ちの親は戦争犠牲者であり 、 母子家庭

で育っ た彼らは戦後も 「米軍からは虫け ら以下に扱われ、 戦前日本軍からは一 

銭五厘のハガキ (徴兵令状) の価値 しかない といわれた人びとの子どもであ」 っ

た5。 「人材育成有志会」 は、 土地闘争の実践の集積だけでは理論武装 した米軍

支配の正当性 を強要す る米軍に対抗できず、 また、 知識人や公職にある人々に

委任 して も現状は変わら ない とい う苦い経験の蓄積から結成されたものである。 

そこ で、 社会科学の理論学習の一方で、 人格形成の場と して 「一燈園」 が選択

された。 両方の利点と欠点と を踏ま えた う えで、 阿波根た ちは実際の運動や生

活 を表現でき る言葉の獲得 と して こ の方法 を実行 した 6。
阿波根は土地闘争の全盛期 を経て、 反戦 ・ 平和活動の拠点と して1984年に

「わびあいの里」 を開設 した 7。 こ れは反戦平和資料館 「ヌ チ ド ウタ カ ラ の家」

と平和 (福祉) 活動の拠点 「やすらぎの家」 を合わせた場 (財団法人) である

が、 こ の 「わび あいの里」 と い う名称は、 一燈園精神に由来 してい る。 その

「建設趣意書」 には一燈園精神が 「わびあいの里」 建設動機の一つ と して説明

されてお り、 そ して2000年よ り毎年開催される 「わびあいの里」 の学習会では、

第 1 回に一燈園同人の石川洋氏が講演を行っ ている8。
戦前と戦後の関連を考察す るこ とは、 阿波根が暴力の行為者 を どのよ う に捉

えたのかを知る手がかり になる と筆者は考え る。 それは、 米軍や日本軍の直接

的暴力に限定されず、 絶えず国際関係の渦に巻き込まれた沖縄で構造的暴力が

作用 してき たこ と の分析に貢献す るだ ろ う とい う関心のも と に、 資料紹介 をす

る 。 

5 阿波根 a、 l 88頁。 また、 1966年には阿波根自身 も中央労働学院へ行っ てい る。

6 一燈園に関 してい えば、 「悪 く い えば人間 をロ ボ ッ ト に」 するが、 「よ く い えば聖人」 「丸い

人間」 をつ く ると主張している。 阿波根、 前掲書 (1973年) 、 188-189頁。

7 1984年 6 月23 日 「ヌ チ ド ウタ カ ラの家」 完成式、 12月 8 日同資料館開館。 設立の経緯や詳

細は、 阿波根、 前掲書 (1992年) 参照。

8 (財1わびあいの里学習会報告書 「第 1 回ゆずり合い助け合い学び合 う会」 (2000年 1 月23 日24
日開催分。) 
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2 . 阿波根昌鴻 ・ 一燈園概説

2.1 . 戦前の阿波根昌鴻 9
戦前の阿波根については、 大き く 3 つの時代に分類でき る。 まず、 誕生から

結婚までの I 期 : 「出生 ・ 成長」 期 (1921-1925) 、 次に移民労働者と してキュー

バ ・ ペルーで生活する II 期 : 「移民」 期 (1925-1932) 、 そ して帰国後から太平

洋戦争突入までの多様な場で学習 し、 それを実行するnl期 : 「学習 ・ 実践」 期

(1932-1943'°) とする ( 【表 1 】 参照)。 戦前の阿波根について、 阿波根の証言

記録 を も と に映画製作を した高岩仁によ る と、 n 期の移民時代に阿波根は社会

科学の学習に専念 し、 「資本主義社会の構造と矛盾を しっかり学んだ」''。 また、

亀井淳は 「移民労働の経験と一燈園と の出会いから、 彼は資本主義によ る労働

搾取と、 労働が生み出 した ものの公正な分配とい う大き なテーマ を考え始め」、

その後の興農学園での学び を 「沖縄版」 と して実践 し よ う と し た と述べてい

る'2。 そ して佐々木辰夫は 「西田天香の宗教的共同生活、 内村鑑三の無教会主

義及びデ ンマーク式農業及び農民運動から学んだ ものが、 『闘争の時代』 に積

極的に発展させ られ、 回心 して く 」 と戦前期を捉えてい る'3。 

2.1.1. I 期 : 「出生 ・ 成長」 期 (1921-1925)
阿波根昌鴻は、 伊江島出身者ではなく 、 1901年 3 月 3 日沖縄県国頭郡本部村

で 「没落 した琉球士族」 の家に誕生 した'4。 異母き よ う だい を含む 7 人き よ う

だいの長男で、 実母は阿波根と弟 を生んで離婚 し、 その後父が再婚 して弟 3 人
妹 2 人が誕生 している'5。 県立嘉手納農林学校に入学す るが 2 か月で病気休学

す るこ と にな り 、 ク リ スチ ャ ンの小学校教師 ・ 知花英康の勧めで、 温泉治療を

目的に大分県別府 (高砂町) にて生活す る。 別府ではホーリネ ス教会の大沢豊

9 特に注釈 をつけてい ない事実確認に関 しては、 以下複数の資料で共通 し て書かれてい る。

阿波根 a、 安藤正人 「沖縄県伊江島の反戦平和アー カイ ブズー 阿波根昌鴻資料調査会の活動一 」

(『歴史評論』 第739号、 2011年11月) 、 上野英信 『眉屋私記』 (潮出版社、 1984年) 、 亀井淳

『反戦と非暴力 阿波根昌鴻の闘い』 (高文研、 1999年) 、 佐々木 (前掲書) 、 山本潤一 「沖縄

県伊江島 : 反戦地主た ちの生 と 闘い 一 民衆によ る反戦平和思想の創出に関す る実証的研究」

(上智大学大学院社会学科修士論文1986年)。

10 こ こでは暫定的に、 伊江島で日本軍によ る飛行場建設用地接収開始 (1943) まで と する。

11 高岩、 前掲、 53頁。

12 亀井、 前掲書、 9頁。 亀井は前掲記録映画の製作資料 (阿波根の談話や所有資料) をも と に

執筆。

13 「聞争時代」 と は、 1953年の伊江島土地接収 を契機と して発展 した農民た ちの闘争期 を指

す。 佐々木、 前掲書、 114-116頁。

14 これは戸籍上の記録で あっ て、 徴兵検査に不利になるよ う父親が 2 、 3 年早 く 出生届 を提

出 した。 阿波根 a、 安藤、 前掲。

15 上野、 前掲書 ( 369-370頁)。 
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助牧師宅に
、
帯在 し、 約 1 年間アルバイ ト を し ながら治療 を受け、 17歳 '6 で同

牧師よ り キリ ス ト 教の洗礼 を受けた。 回復後 1 度沖縄に戻り 、 東京での進学希

望 を抱いて大阪まで行っ て、 上京す るための旅費を稼 ぐ目的で新聞配達 をす る

が、 関東大震災で上京が果たせず帰沖す る。 虚弱で農業のでき ない阿波根は、

本部から親戚が多 く 来ていた伊江島で店 を持つこ と と な り 、 そこ で妻 ・ 喜代さ

んと結婚 した'7。 

2.1.2. II 期 : 「移民」 期 (1925-1932)
阿波根は結婚直後、 移民募集の広告に応 じ、 海外興業第10次キューバ移民と

して1925年 4 月23 日、 単身で神戸港を出発する (船は安洋丸) '8。 キュ ーバ到

着直後に耕作地と の契約 を破棄 した阿波根は、 キュ ーバ本島と イ スラ ・ デ ・ ピ

ノ ス (「松島」、 現 「青年の島」) でサ ト ウキ ビ耕作地の清掃や製糖所で機械整

備など して約 5 年間滞在 した後、 ペルーのリ マに移り平安山とい う人物の経営

する床屋で理髪業に従事した。 このペルー時代に古本屋で西田天香著作の 『l裁
悔の生活』 を入手する'9。 

2.1.3. III期 : 「学習 ・ 実践」 期 (1932-1942)
帰国後、 1933年に西田天香の開いた一燈園を訪問 した阿波根は、 京都で西田

に 3 度会っ てい る2°。 沖縄での農業実践を西田天香に勧められ、 YMCA の紹

介 2' で興農学園 (静岡県 ・ 沼津) にてデ ンマーク式農業と 社会科学等 を学習

す る22。 その後、 デ ンマーク式農業の実践を目標に、 伊江島 ・ 真謝に土地購入

の資金調達のため小 さ な雑貨商 を始め、 農民学校の建設に努めた23。 伊江島で

は蓄音機の導入や紙芝居、 禁酒運動な どを精力的にや り、 一燈園で経験 した便

所掃除 (托鉢の一環) も実践 してい る。 また、 妻 ・ 喜代によ る と阿波根は農地

16 実年齢か戸籍上の年齢化は不明。

17 伊江村教育委員会編 『伊江島の戦中戦後体験記録 : イ ーハ ツチ ヤ一魂で苦難 を越えて : 証
言資料集成』 (伊江村教育委員会、 1993年、 836-838頁)。 阿波根の店は喜代さ んの家の近 く で

(西江上) 、 喜代 さ んの父が店舗 を建築 した。 また、 阿波根移民時代に息子 ・ 昌健誕生。

18 伊江村教育委員会 (前掲書、 837頁) 、 上野 (前掲書、 369頁)。

19 阿波根 a、 le頁。

20 山本、 前掲、 194頁。

21 記録映画 『教え られなかっ た戦争 ・ 沖系電編一阿波根昌鴻 ・ 伊江島のたたかい』 (映像文化協

会、 1998年)
22 興農学園は1933年 2 月よ り 、 財団法人興農学園と その経営する久連国民高等学校を独立さ

せたため、 阿波根が学習 し たのは正確には 「久連国民高等学校」 ではないかと 思われる。 宇

野豪 「近代日本におけ る国民高等学校運動の系譜 (七) - 興農学園 と その指導者 た ち 一 」

(『広島修大論集 人文編』 第43巻 1 号、 2002年 9 月、 230頁) 参照。

23 約80%完成 し た と こ ろ日本軍によ る伊江島での飛行場建設と な り 、 戦後現在は米軍演習場

内。 
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購入の一方で 「特に決まっ た仕事は していな く て、 内地の偉い人から習い事を

するのが、 好き で したから、 教え を受け るため三 ヵ月 も家 を空けるこ と が度々」 

だ っ たこ と から、 上記以外に も多様な活動があっ たこ と が想像で き る。 そ

のこ と を踏ま えた う えで、 阿波根は 「学習」 の場と して一燈園と興農学園 を挙

げるこ と から、 阿波根の中ではこ の 2 か所での学習が主軸と なっ てい る と 考え

られ る。

【表 1 】 阿波根昌鴻 戦前略年表

期 年月日 事 項 

, 

1901.3.3 

1925 

沖系電県国頭郡本部村にて出生。 ( 出生日は戸籍上*) 
県立嘉手納農林学校に入学。 ( 2 ヶ月程で病気休学) 
こ の頃、 キリ ス ト 教の洗礼 を受け る。 回復後 しば ら く 別府で働き 、 い つ 

たん帰沖後、 大阪で新聞配達な ど をする。 

伊江島で喜代 さ んと 結婚。 

II 

1925.4.23 

1925.8.21 
1929 

出稼ぎ移民募集に応 じてキューバへ単身出発。 

(海興第十次キューバ行移民と して安洋丸にて神戸出港) 
長男昌健誕生。 

ペルーへ移り リ マ で理髪店に勤める。 

ペルーで西田天香 『 l裁悔の生活』 を入手。 

III 

1932 (1933) 
1933 

1942 

べルーから帰国。 

西田天香の開いた一燈園 (京都山科) を訪問。 

興農学園 (静岡沼津) で学ぶ。 

(卒業後、 デンマーク式農民学校の設立を志して伊江島真謝に土地を求める) 
数年かけて畜舎、 倉庫、 台所、 風呂場 を造る。 

住宅 (母屋) 建設。 牛、 豚、 山羊を飼育。 農民学校建設中。 

(注) 安藤正人 「沖縄県伊江島の反戦平和アー カイ ブズー 阿波根昌鴻資料調査会の活動一 」 (『歴史評論』 第

739号、 2011年11月) に岡本が加筆修正 して作成。 また、 時期区分は岡本独白のもので、 安藤設定のもの

とは異な る ,
加筆修正 した参考資料 : 阿波根書簡 (「香倉院所蔵文書 書簡4985」) 。 『光』 (259号)。 上野英信 『眉屋

私記』 潮出出版社、 1984年。 伊江村教育委員会編 『証言資料集成 伊江島の戦中 ・ 戦後体験記録 イ ーハ ツ

チ ヤ一魂で苦難 を越えて一 』 伊江村教育委員会、 1999年。

【時期区分】 I 期 : 出生 ・ 成長期。 n 期 : 移民期。 m期 : 学習 ・ 実践期。
*徴兵検査に不利になるよ う父親が出生届 を 2 ・ 3 年早く 提出 したため、 戸籍上は1901年生まれ。 

2.2. 西田天香と 一燈園

西田天香25 (1872-1968) は、 「大乗仏教の精神の実践者」26 と も 「経済倫理を

確立 した思想家」27 と も表現される人物である。 20-30歳代に北海道開拓事業や

鉱山経営の失敗を経験 し、 10年近い放徨生活を経て、 利他行の実践に献身する

24 伊江村教育委員会、 前掲書、 839頁。

25 天香の本名は市太郎であるが、 1901年よ り天香と 号 し てい る。 一燈園 も天香の名で創設 し

てい るため、 本稿では以下天香 と記す。

26 栄沢幸二 「西田天香の思想」 (『社会科学年報』 第24号、 1990年)。

27 並松、 前掲。 
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生活に到達 した。 資本主義下で生 じ る社会問題に対 して関心を持ち始めた天香

は、 「経済社会組織の改革ではな く 、 個々人の道徳的自覚と 、 その厳格な実践

こ そが社会変革の原動力にな る と 考えた」28。 そ こ で天香は路頭托鉢 を実践す

るが、 宮田によ る と それは禅宗的托鉢と は異な る意味も持っ ていた。 禅宗的托

鉢が、 「路上で、 あるいは各戸 を回 り ながら布施 を受け る行為」 で あるのに対

し、 天香の托鉢は 「社会への奉仕全般を指す」 もので、 食糧調達の手段ではな

く 「与える気持 ち をも らいにい く 」 とい う位置づけであっ た。 そのため、 自己

の執着を捨て る個人の修業が、 社会的教化の意味をもつこ と で、 社会に対する

救済活動に もつながる と い う発想で あっ た29。 その結果、 生存競争 を伴わない

平和な経済生活 を希求 し、 利他行の実践の拠点と して1913年に創設 されたのが

一燈園で ある3°。
天香は、 私利 ・ 我執を捨てた 「無」 の境地を 「天華香洞」 と名付け、 その具

体的な生活形態を一燈園と 宣光社と した。 一燈園は無所有の生活形態で、 宣光

社は仮所有の経済規範 を意味す る3'。 一燈園の托鉢は、 「他人から 奪 う のでは

な く 、 白 らに与え られた ものによ っ て生き てい く 」 生活で あり 、 その一燈園 を

「仮所有」 の形で支え るのが宣光社で ある。 宣光社は、 一燈園の集団生活 を物

質的に支える ものであり 、 事業運営や寄付な どによ っ て得られた資財から、 浄

財物のみを預かり 、 それを運用す る 「仮所有」 の方法をと っ た。 こ こ での 「浄

財」 とは、 与える側の犠牲心に基づいた分与で、 宣光社は企業的組織形態を持

ちつつ も、 一般企業のよ う な利益追求を主目的と す るのではな く 、 あく まで も

社会的責任 を果たすこ と を目的 と して運営 された32。 そ して、 天香や一燈園同

人が用い る 「おひかり」 とい う用語は 「御光」 や 「光」 と表記されるが、 これ

は例えば、 神や仏 を統一す るよ う な 「真理の働き」 である と捉え られてい る33。
天香著作 『l裁悔の生活』 は天香の講演や談話が収集 されたもので、 1921年に

出版 された。 こ の書籍の人気拡大で講演依頼が急増 した天香は、 日本国内にと

どま らず海外へ も招致 されるよ う になっ た34。 

28 並松、 前掲、 357頁。

29 宮田昌明 『西田天香 この心 この身 このく ら し』 ( ミネルヴア書房、 2008年、 82頁)。

30 天香は二宮尊徳の報徳思想の延長上に独自の経済倫理 を確立 し、 また、 トルス ト イ の 『我

が宗教』 と の出会いは、 思想的転機 と も なっ た。 元は、 天香周辺の女性の集ま り と して一燈

園は誕生。

31 天香はこの関係 を 「三位一体」 である と表現する。 西田天香 『 l裁悔の生活』 (春秋社、 1921
年、 3 頁)。

32 第 1 次世界大戦後の不況や労働争議の激増の中で、 天香は実業家 (鐘紡、 伊藤忠、 久原鉱

業な ど) と の交流 を深めつつ、 小作争議の現場で活動 した。 並松、 前掲、 347頁。

33 遠島欽二 『賀川豊彦 西田天香 倉田百三と 其信仰』 ( 日本佛教新聞発行所庚中堂書店、

1922年、 103頁)。 
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3 . 資料からみる阿波根と一 燈園

3.1 . 本資料の位置づけ

阿波根昌鴻は 「記録の人」 と も呼ぶへき膨大な資料 を残 した人物である。 そ

の資料は書簡や手記、 写真や投稿 した文章な ど多様であるが、 現存す るその大

部分が戦後土地闘争以降のもので ある35。 阿波根の戦前に関す る経歴に言及 し

た書籍も発刊 されてい るが、 一燈園と の関係はその事実を記すにと どめられて

お り 、 多 く は阿波根の証言によ る と こ ろが大きい36。 こ の点でまず、 本稿で扱

う よ う な文書化 された記録は、 事実関係の客観的確認 と 、 証言と の照合によ る

阿波根の思想考察の深化に貢献でき る と考える。 また、 今回紹介す る資料の保

管先である一燈園資料館 「香倉院」 では、 戦前よ り 昭和期までの阿波根が登場

する資料は13点確認でき る ( 【表 2 】 参照) ものの、 その資料を使用 した先行

研究はみられない。 本稿では戦前期 5 点の資料に注目 して紹介 し、 戦後の資料

に関 しては今後の課題と して示すにと どめたい。

戦前期の資料は、 特に地上戦 を経験 した沖縄では現存す るものが限定されて

お り 、 公文書記録や新聞記事も確認でき る ものは少ない。 また、 伊江島島民は

戦後す ぐ米軍によ り慶良間諸島な どへ強制移住させられたため、 1947年の帰島

までに記録 を消失 してい る。

以上よ り 、 本稿で紹介す る資料は、 膨大な資料を残 した阿波根の軌跡におい

て も、 戦前沖縄 ・ 伊江島の生活 を垣間見る点において も意味ある ものであるこ

と を確認 しておき たい。 

34 宮田、 前掲書、 126-137頁。 海外講演は1924年の台湾よ り始ま り 、 満州、 ハワイ 、 カ リ フ ォ

ルニアにも訪問 してい る。 例えば台湾では台湾総督府に招致された。

35 阿波根が遺 した資料に関 しては、 「阿波根昌鴻資料調査会」 が2002年から その内容の調査と

保存に取り組んでい る。 (資料調査会の中間報告に関 しては、 安藤 (前掲) を参照。 また、 写

真記録の一部は沖縄県立図書館に保管 さ れてお り 、 阿波根資料におけ る写真映像の意義につ

いては、 小屋敷琢己 「 <記録 と し ての写真> から く表象と し ての写真> へ一阿波根昌鴻資料

におけ る写真映像の意義一 」 を参照。)
36 例えば、 阿波根 a (前掲書) 、 阿波根 b (前掲書) 、 亀井 (前掲書) 、 佐々木 (前掲書) があ

り 、 その他映像記録 も ある (参考文献参照) 。 
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【表 2 】 阿波根に関する 「香倉院」 所蔵資料 (戰前~ 昭和期) 

資料番号 年月日 種類 資料内容 

1 1937.1.11. 書簡 阿波根から西田宛。 「香倉院所蔵文書 書簡4985」 

2 1939.4.15. 新聞 『光友』 69号。 桑原好男によ る報告文掲載。 

3 1939.5.6. 書簡 阿波根から西田宛。 「香倉院所蔵文書 書簡7059」 

4 1939.5.15. 新聞 『光友』 70号。 桑原好男によ る報告文掲載。 

5 1941.7.15. 機関誌 『光』 259号。 桑原好男によ る報告文掲載。 

6 1964.3.10. 機関誌 『光』 518号。 阿波根によ る桑原追悼文掲載。 

7 1964.9.4. 書簡 阿波根から西田宛。 「香倉院所蔵文書 書簡7461 」 

8 1973.8.10. 機関誌 『光』 631号。 石川洋 「土の願い」 

9 1974.2.10. 機関誌 『光』 637号。 木村右次 「沖系電路頭行願 をおえて」 

10 1974.7.10. 機関誌 『光』 642号。 阿波根昌鴻 「米軍と沖縄の農民」 

11 1977.2.15. 機関報 『光友』 423号。 井伊文子 「仏桑花の会」 

12 
1979.4.10. 機関誌 『光』 699号。 石川洋 「花は士の上に咲く 「沖縄行願」 と 

「w CRP 沖縄学習会に祈り て一 」 

13 
1986.2.10. 機関誌 『光』 781 号。 石川洋 「おわびの心で十五年 を迎えた沖縄県 

の六万行願」 

以下、 【表 2 】 の順に従っ て具体的に資料紹介 をする ( 【表 2 】 1 ~ 5 ) , 

3.2 . 阿波根と西田天香との出会い

く資料 1 : 書簡 1937年 1 月 1 日付>
謹啓

先生の上に天父様の御惠みの豊かにあ ら ん事を祈ら せて居 り ま し たが、 先生には
マ マ

台ワ ンの御務めも事な く すませら れ茲に昭和十二年の新春を迎え る こ と の出来ま

し た事を、 心から御喜び致 して居り ます。

陳者昭和八年九月入園の希望を抱いて、 貴林に五日間先生の御麗姿に接 し、 又御

講話 を承 り ま し て、 先生が歸鄕 して農業やるがよ いと 申 さ れま し たので、 感謝の
マ マ

内に歸鄕致 し ま し て、 今日まで商や農に働いて参 り ま し たが。 自分の変 り弟 と十

三才の長男を燈影小學校に入學 さ せたいと存 じますが、 入學 さ せて頂 く こ と は出

案ませんか。 又、 男の方で も女の方で も農か店に働かれる方を一人、 沖縄の爲め、

托鉢 さ せて下 さ る こ と は出来ませんか。 誠に恐縮で ございますが、 右の件に付き
マ マ

ま して委細御返書下 され度 して御願い申上げます。

先生が益々御壯健に、 人類のため御働き下 さ ら んこ と を祈り上げます。 (先生の多

く の著書並に、 光誌を讀ませて頂きま して厚く 御iilL申上げます) 
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昭和十二年一月十一 日

沖縄縣國頭郡伊江村 (以下住所 : 引用者省略) 

阿波根昌鴻

西田天香先生様

まずこ こ では、 阿波根が1933年 (昭和 8 年) 9 月に 5 日間、 入園を希望 して

一燈園に滞在 したこ と が確認でき る37。 阿波根は移民先からの帰国年 を著書38 
では1934年と してい るこ と も あり 、 阿波根を扱 う多 く の記事や資料ではこの年

が採用 されてい る39。 したがっ て、 こ こ に記載 された訪問年は、 阿波根の経歴

にと っ て補足的情報と な る。

天香の勧めによ り 帰郷 した阿波根は、 農業だけでな く 商業に も従事 して生活

し、 誰か (おそ ら く 一燈園同人) を派遣す るよ う求めてい るこ と から、 一燈園

的托鉢 を沖縄に も広めたい と の姿勢がみられる。 また同時に、 弟と長男の 2 人
を燈影小学校4° に入学 させ、 一燈園の教育 を受け られるよ う希望 してい る。 

そ して、 この時期、 阿波根は天香の著書並びに光誌 (一燈園の機関誌) を購読

してい たこ と が確認でき る。 書簡の入っ た封筒には、 表に 「子供入学」、 裏に

「お断り」 と記されてい るこ と から、 こ の時点での小学校入学は実現 しなかっ

たで あろ う と読み取れる。 

3.3. 一燈園同人 (桑原好男) の沖縄訪問

3.3.1 . 最初の沖縄訪問

以下紹介する資料 3 点は、 一燈園同人が初めて沖縄を訪問 した時のものであ

る 。 

<資料 2 : 『光友』 69号 (1939年 4 月15 日発行)。 (「ママ」 以外でついている

ガ タ カ ナのル ビは原文 ) >
沖繩縣に點ぜられた

- 光友阿波根さ んのIll壽 り 一

熱心な光友阿波根昌鴻さ んは、 種々な点に於て非常に遅れて居る沖繩縣の開發
マ マ

には、 是非共一燈園の行き方が必要であ り、 それには先づ自分から一歩を先行 し、

37 「貴林」 とは財団法人 ・ 光泉林 (一燈園) を指す。

38 阿波根 a
39 帰国年 を1932年 (上野、 前掲書、 376頁。) 、 1933年 (佐々木、 前掲書、 219頁。) と する資料

も あ る。

40 前身は1924年に開設 さ れた 「燈影小塾」 で、 1933年に小学部が 「燈影尋常小学校」 と なっ

た。 宮田、 前掲書、 174頁。 
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啓發する事が第一 である と 自覺さ れ、 數年前から獨力無一物から始めて害闘努力

し、 村の爲め、 友の爲めにも精神的に、 將又物質的に献身奉仕さ れつ 、,, 、 小さ な

雑貨商を營み、 僅かな福田に惠まれ乍ら、 妻子と共に勤儉力行、 僅か五年にて村
マ マ

内廿數件の商店中今では群を抜いて光つてゐる。
/--、

近頃、 將來性ある土地十町歩近 く を買入れ、 こ れ等を一切 光 に捧げて、 一家を

學げて托鉢生活に徹 し祈 ら れる事 と な り、 希望に輝き乍 ら、 村の改善、 縣全体へ
/ 一、

の 光 の輝き渡るや う にと深 壽さ れて居ら れる。

X

御懇望に依り私は沖繩へ托鉢 させて頂き、 各處を見學 し、 且つ又祈らせて頂き
マ マ

乍 ら、 内地よ り 離れた流球の島に、 かく も深きIii壽 り を罩めて居て下 さ れる人のあ

る事を拜んで、 天香 さ んの御德の廣大な る事 と、 阿波根 さ んの熱烈な るおll常 り に

限 り無き敬意と、 感謝を捧げ合掌 さ せら れた次第であ り ます。

阿波根さ んは伊江村 (一離島、 人口約七千人) の役場及び小學校等の六萬行願

や清掃托鉢には、 實弟で日本大學御卒業の昌福さ んと共に御深 ll壽下 さ れ、 尚沖繩
モ ト ブ

本島の本部村及び、 一離島である屋我地島の國立瀬療養所 (愛樂園) では三日間

に亘 つて御深 下 さ れたのであ り ま し た。
ヤ カ ヂ シマ

伊江島、 本部村、 屋我地島療養所等いづれも、 一燈園の話をせよ と懇望 さ れ、

あ り の儘を話 さ せて頂いた 、けなのに何處で も非常に喜ばれ、 何處も 農村であ っ

たが聽衆が堂に溢れ、 熱心に終 り まで聽いて下 さ れ、 本部村 (阿波根さ ん御出生

地) 公會堂な どでは、 後で座談會にな り、 突込んだ質問や一燈園を研究 さ れて る

方が卅名程居殘 り、 午前二時近 く 漸く 散會 し た程であり ま し た。

(桑原好男) 

沖繩各地の催し

ー、 沖繩縣國頭郡伊江村小學校にて、 前村長中原様他、 村有志座談會。

ー、 同村前江上青年會並に處女會合同の席上で講演、 「一燈園生活と青年の使命」

と題して。

ー、 本部村小學校分教場にて一般講演 (約百五十名) と托鉢 (六萬行願)

ー、 本部村演元公會堂にて一般講演 (約百名) と托鉢 (行願)

ー、 屋我地島國頭療養所愛樂園 (痛療養所) では三月廿三日夜職員座談會を開き

廿四日午前中は、 病院の先生及び事務の方、 阿波根昌鴻、 昌福御兄弟な ど御

参ii の下に患者便所の汲取托鉢、 其他奉行同日午後一 時よ り二時半這入園患

者一 同 を慰問を兼ねお話 さ せて頂き ま し た。 
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<資料 3 : 書簡 1939年 5 月 6 日付>
合掌。 月々の光誌並に光友によ り ま して我々が毎日樂 し く 働 く こ と の出来ます

マ マ

こ と を厚く 御Iii L申上げます尚ほ三月八日よ り二十五日に至る間同人桑原様を御使

はし下 さ れ、 沖縄各地に御光 を御傳へ下 さ れま し て我々も心行一致する こ と を得

ま し て心から御喜び申上げます。 甚だ恐縮に存 じ ますが、 も う 一度沖縄の爲め桑
マ マ マ マ

原様 を御使はし下 さ れ六萬行願 を共に さ せて頂かれます様、 し て御願い申上げ

ます。 勝手乍ら、 委細は桑原様よ り御聽取下 さ れ度、 重ねて御願申上げます。

先生の御健康と御許 し下 さ る様祈らせて頂き ます。 

五月六日

阿波根昌鴻

西田天香先生

<資料 4 : 『光友』 70号 (1939年 5 月15 日発行)。 (文中の促音 「つ」 は全

て原文のママ)> >
沖繩だよ り

マ マ

預かつて下 さ い

沖繩を去る前日、 私の泊めて頂いてゐた阿波根さ んの家へ、 一人の青年が訪れ

て、 こ れを ど う か桑原 さ んに預かつて買 ひたい、 差上げるのではあ り ません、 預

かつて頂 く ので すから、 ど う か御願ひ致 し ま す と、 無理に置いて行かれたので止

むを得ず開けて見る と、 十円札が入れてあり ま し た。

阿波根 さ んは驚いて、 ど う 致 し ませ う かと 私に相談 さ れま し た。 私は、 そんな

に向ふで心から預かつて呉れと云はれるのな ら、 拜んで預かつて光友會の産れる

爲めにで も使はし て頂いた ら良いでせ う と 申 し ま し た。 尚今一人の青年が同 じ様

に預かつて呉れと 置いて行っ た人があ り、 是れは五十銭這入っ て居 り ま し た。

芋 (甘藷) を常食と し、 原始的な粗末な家に住み、 質素を通 り越 し た生活を し

乍 ら一錢の金も使はぬ堅い青年が、 心から捧げ切つて出 さ れる態度 と、 意外な金

に日常 を知る當の阿波根 さ んの驚き は大き かっ た様で し た。

小學校の座談會と、 青年會の席上 と で私の話 を聞いて く れら れた人々ら し い。 

純眞な一離島の村の人の心は にふれる と、 全 く 直感的に反射 し輝く 様です。 

其の後の沖繩だよ り

合掌、 先日は誠に有難 う 御座いま し た。 今朝は昌實 さ ん、 昌健 さ んを農學校に

入學 さ す可 く 那覇迄參り ま し た。

桑原様に習ひま して、 三名五時起床、 貴方様を頭に思ひ浮べ乍ら家の中を始め、
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隣り近所の清掃托鉢を させて頂きま し た。

ほんた う に良き事を敎へて下 さ いま し た、 厚 く 御禮申上げます。 遠い沖繩迄來
マ マ

て頂いて何一 ツ貴方様の爲めに出來なかった事を御許 し下 さ い。

多分農學校に入 り ま して も、 校長 さ んに御願ひして、 二人は便所掃除の托鉢を

させて頂き度いと思っ て居 り ます。 又學校が始まる迄、 私も一緒に三人 し て托鉢

させて頂 く 考へです。

貴方様の御出立の時も誠に失禮致 し ま してすみません。 伊江島へ歸 り ますと、

一人の青年の奥様が、 夫が非常に其の日から善 く なっ たと喜びに來てゐたと、 家

内が話 して居 り ま し た。 又一人の青年は、 今年の “夏の集ま り” に參加 し たいと

希望 を述べて居 り ます。 私も非常に得る處が多 く 、 心から托鉢が出來る様にな り

ま し た。 只感謝ばかり で御座います。

再び一燈園の御方の御來島を祈 って居 り ます。 何卒宜敷御計ひ願ひ上げます。 

今日出立致 し ますので こ れで失禮致 します。 御大事にな さ いませ。 合掌

三月tti・一日 阿波根昌鴻

桑原好男様

(筆者附記) 御實弟と御子息二人を八重山の農學校に入學 さす可 く 那覇市迄行か

れ、 旅館に泊つて朝托鉢 さ れて る様子と、 乗船前 (八重山迄船で二日か り ) の

お忙し い様子が解り ます。 感心な御方です。 (桑原報) 

以上 3 点の資料によ っ て確認でき たこ と をま と める と、 一燈園から同人の桑

原好男4' が1939年に初めて沖縄 を訪れ、 3 月 8 日から25 日まで滞在 したこ と

が分かり42、 先述の書簡 ( 【表 2 】 一 1 ) から 2 年後によ うや く 阿波根の希望が

叶つたこ と にな る。 当時の阿波根が営んでい た雑貨商は、 「僅か五年」 で伊江

村内にある20件余 り の商店の中で も 「群 を抜いて」 いたこ と も あっ て、 「将来

性ある土地十町歩近 く 」 を購入 した。 桑原によ ると阿波根は熱心な光友 (一燈

園の共鳴者) であり 、 自 ら率先 して弟の 「日本大学御卒業の昌福 さ ん」 と共に

桑原の托鉢に同行 した。 こ れまで阿波根のき よ う だいに関す る情報はほと んど

確認でき ないため、 こ こ で新たに関係を知るこ と ができ る。 伊江村内では小学

41 桑原は1934年 (昭和 9 ) に一燈園に入園 し、 1936年 (昭和11) よ り福岡一燈園を担い、 九

州一円と沖縄で活動 した。 (『光』 第518号、 1964年、 30頁。)
42 文中の 「六萬行願」 と は、 以下 6 項目に規定される。 (宮田、 前掲書、 86-87頁)

①布施 : 与える気持ち。 ②持戒 : 破壊的態度 を慎むこ と。 ③忍辱 : 悪に対 して悪で報いず、

徳と 愛で悦服させ るこ と。 ④禅定 : 心身 を整え神仏と合一するこ と。 ⑤精進 : 科学、 生産、

奉仕活動に励むこ と。 ⑥智恵 : 一切の成就と衆生済度の方便を備えるこ と。 
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校や村長 を交えた村有志の座談会が開かれ、 「前江上青年会並に處女会合同」

の場で 「一燈園生活と青年の使命」 と題 して桑原が講演 した。 また、 役場や小

学校な ど公的な場で活動 したとい う活動報告から、 一燈園精神が村全体に広が

るよ う阿波根は会場設定に尽力 し、 青年教育の一環と して も取り入れただ ろ う

こ と が う かがえ る。

桑原の托鉢は伊江村内にと どま らず、 本部村と屋我地島にある愛楽園 (ハン

セ ン病者療養施設) にも及び、 本部村では、 比較的大規模な一般講演 (約150 
名と約100名) が行われ、 沖縄での公演や座談会が好評に終わっ たこ と が記さ

れてい る。 こ れら講演 ・ 托鉢地がどれも阿波根に関係す る場であるこ と と、 桑

原が阿波根の家に宿泊 してい るこ とから、 第 1 回目の沖縄滞在は、 阿波根と弟

が中心と なっ て招致 したこ と がわかる。

「其の後の沖縄だよ り」 からは、 昌實43 と昌健 (息子) を八重山の農学校

に入学させたこ と が分かる。 天香宛の書簡 (資料 1 ) で依頼 した燈影小学校へ

の入学が果たせなかっ た息子の進学がこ こ で実現されてい る。 そ して、 托鉢の

実践報告と、 さ らに農学校の校長にまで願い出て進学する 2 人に便所掃除 (托
鉢の一種) を させる考えである と書いてい るこ と から も、 阿波根の熱心さ がう

かがえ る。 

3.3.2. 2 度目の沖縄訪問

<資料 5 : 『光』 259号 (1941年 7 月15日発行)。 (文中の促音 「つ」 の表記は

全て原文ママ)>
「沖繩の一燈 - 光友阿波根さ んのIll壽 り 一 」

四月十五日鹿児島發、 同十七日那覇着四年目44 に又沖繩托鉢を させて頂く 。 相

變わらず埠頭には人力車が多 く 、 四年前には皆 足の車夫が、 今度は皆地下足袋

な ど穿いて居 り、 市内にも多 く 見受けら れた 足歩きの人が、 な く なつてゐる事
マ マ

に氣着く 。

伊江島の光友阿波根さ んは那覇までお迎へ下 さ る。 那覇市に二泊。 首里市、 糸

滿町等見學 して十九日伊江島へ着き、 船の都合な どの爲め五月一 日まで伊江島に

托鉢。 五月二日出帆、 五日福岡へ歸ら して頂いた。

沖繩では四月 と云ふのに大豆はふ く らんで居 り、 胡瓜は長 く 太つてゐる。 パナ

43 「昌實」 と 阿波根と の関係は現在のと こ ろ不明で ある。 また、 本稿紹介資料 <資料 4 > に

おい て、 阿波根は 「昌實」 と の関係性に言及 してお らず、 桑原が 「御實弟」 と 紹介す るに と

どま っ てい る。

44 前回の沖縄訪問は資料よ り1939年で、 今回の資料は1941年の 『光』 誌に掲載されてい る。

したがっ て、 「 4 年目」 ではな く 「 2 年日」 で ある と推定さ れる。 
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ナパパイ ヤ等 も みのつて る。 農村は黑砂糖の製造で多忙の様である。 阿波根 さ

んの農場に美 し過ぎる程の豚舎と牛馬舎は石造で出來上 り、 住宅の工事中であっ

た。 地均 ら し、 建築基礎コ ンク リ ー ト の仕事、 それから棟上げまで御手傅ひさ せ

て頂いた。 熱い太陽の直射 を浴び乍 ら、 畑の麥)aJや造林の種子蒔き な ども し た。

阿波根さ んの家に矢張 り四年前から顔馴染の光友で、 前村長中原幸吉 さ ん始め

村の有力な方々十數名集っ て、 ラ ンプの灯の下で夜遲 く まで、 和やかな座談會を

催 して下 さ っ た晩もあっ た。 先年祈っ た親 しみある役場、 學校な どの六萬行願も

愉快に さ せて頂き、 何時も乍 ら阿波根 さ んの徹底振 り を拜む。 小學校行願の時、

校長先生から痛み入る程御禮を言はれ、 生徒に是非一燈園のお話を と無理に頼ま

れ、 五年以上の生徒に一 時間程一燈園のお話を聽いて頂いた。

沖繩は平均米の尠い縣であ り、 伊江島と云ふ所は一粒の米も取れぬ所、 節米 と

云ふ言葉は此の島では必要はない。 三食皆甘藷であ り、 米は一 ヶ月一人當 り三合

割営と云ふから、 病氣で も し た時、 一回お粥で も頂 く 位である。

保守的な未開の地で、 色々の管い習慣を破 つて、 多 く の悲難や反對を押切 り、

の生活 を實證 して島民の範と な り、 尚全沖繩への宣光 を目ざ して、 惠まれた農

場を守 り立てて道場と し、 青年推進員の育成と共に、 宣光社的經營へと心魂を打

込んでゐられる阿波根昌鴻さ んの御健壽を祈る。 合掌。

- 桑原生一 

桑原 (一燈園) によ る 2 度目の沖縄訪問は1941年 (昭和16) 4 月17 日よ り 5 
月 1 日 ( 2 日出発) までで、 今回も阿波根が中心と なっ て実現 してい る。 約 1 
週間の伊江村におけ る活動では、 前回同様、 村長や有力者 を集めた座談会が阿

波根宅で開催 され、 小学校 ・ 役場での托鉢も行われた。 こ のと き、 阿波根の農

場に石造り の豚舎や牛馬舎はすでに完成 し、 住宅が建設中であっ た。 当時の農

場建設に関す る詳細は明 らかではないが、 1941 年時点の様子 を通 して途中経過

を確認す るこ と ができ る45。 こ の住宅工事や農作業に も桑原は参加 してい る こ

と から、 講演や座談会とは異なる生活の場で も阿波根と桑原が交流 したと示 さ

れてい る。 伊江村民の反応と しては、 小学校校長が桑原に 「痛み入 る程御礼」

を伝えたこ とや、 その他の好評な様子が う かがえ る活動報告の一方で、 「保守

的な未開の地」 で阿波根が 「多 く の避難や反対 を押切 り」、 「島民の範」 と な ろ

う と一燈園精神の実証に努めたと桑原は報 じてい る。 

45 例えば安藤 (前掲書) の年表では1942年 と あるが、 それまでに豚舎 ・ 牛馬舎が完成 してい

たこ と を本資料で新たに確認でき る。 住宅 (大き く てモ ダンな母屋) は昭和17年 (1942) に

作っ たと 阿波根喜代が証言 してい る。 (伊江村教育委員会 : 1999) 840頁参照。 
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4 . ま と め

本稿で紹介 した資料によ り、 今まで具体的な事実確認が困難であっ た戦前の

阿波根の活動において、 一燈園との関係性が作られた時期を確認す るこ と がで

き た。 特に戦前の伊江島での一燈園活動については、 「便所掃除を した」 と い

う阿波根の記述以外に情報がないため、 今回入手 した資料は当時の様子考察に

大き く 貢献す る。 また、 一燈園は日本全国に托鉢 してい ながら も沖縄までは及

んでいなかっ たと こ ろ を阿波根が率先 して招致 したこ とは、 阿波根の先駆者的

性格を改めて確認す る具体的事例と なっ た。

今回紹介 しなかっ た一燈園香倉院資料 ( 【表2】 6-13) では、 1950年代の本

格的な土地闘争時におけ る一燈園と 阿波根と の関係は登場 し ないが、 「復帰」

以降 も阿波根に関す る資料がみられるこ と から、 戦後の関係 も維持 されていた

こ と がわか る。

さい ごに、 本資料よ り 、 昭和10年代に阿波根が実際に活動 し、 一燈園精神に

深 く 共鳴 してき た姿が確認でき た。 したがっ て、 戦後の土地闘争におけ る阿波

根の発言や活動を一燈園精神と の関わり から読み解 く こ と も重要になる と思わ

れる。 例えば、 1950年代の 「乞食行進」 や 「乞食托鉢」 とい う表現が、 どのよ

う にかた ちづ く られたのかを考える う えで一燈園精神が手がかり と なるであろ

う 。 
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